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岩石やコンクリート、アスファルトスーパー舗装
および各種水理バリアなどの難透水性材料中の流体
の流れやすさを正確に評価することは、各種地下開
発利用、備蓄、交通、環境保全および廃棄物地層処
分など様々な実用分野において非常に重要な研究課
題となっている。
材料中の流体の流れやすさの指標となる透水係数

（permeability）は、基本的に1856年にフランスの水文
科学者であるH. Darcyが提案したダルシー則により求
められる。従来では、ある一定断面積を持つ柱状試
験体の両端面間に、一定あるいは規則的に変化する
水圧差を与え、定常または準定常状態における供試
体を透過する水の流量を測定し評価を行ってきた。
しかし、試験体の透水性が極めて低い場合では、流
量が非常に小さくて、その計測も測定機器の限界や
蒸発などの原因によって現実的に不可能であった。
難透水性材料中の流体の流れやすさを迅速かつ正

確に評価するために、当センターでは理論と装置開

発の両方の研究課題に取り組み、系統的に研究を
行ってきた。その結果、従来の定水位法のほか、定
流量法およびパルス法（図1）の非定常状態の測定結果
から難透水性材料の透水係数のみならず、水を貯め
る能力を表す貯留係数、水の流れ状態を表す動水勾
配および実験装置自身による誤差をも評価できる厳
密解析理論の確立に成功した1）～3）。また、難透水性岩
石試験体を、地下深部の存在状態を再現した高い拘
束圧（地圧）と高い間隙水圧（地下水圧）の条件下で、
一台の試験装置を用いて前述の三種類の透水試験を
高精度に実施できる汎用室内試験システムの開発に
も成功した4）。図2に稲田花崗岩で実施した測定例を
示す。この図より、花崗岩内部の微小クラックが最
も多く潜在するRift面に平行した方向の透水係数は直
交した方向に比べ遙かに大きいことが分かる。現在
はこの新しい試験システムの実用化および試験法の
国際的基準化を目指して研究を進めている。
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図１　室内透水試験法の概念 図２　稲田花崗岩の計測例
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